
　緑と清流という自然に恵まれた飯能市は、豊かな森林、清らかな流れ

の入間川と高麗川がある、入間川最上流(名栗川)と名栗湖から流れる

河川環境は改善されて原市場から名栗にかけて色々な魚と野鳥などが

生息しています。

　

  昔は上流にはヤマメが見られ、カジカなど川底の湧水に群れていたハ

ヤウグイ、ヤマベ、ドジョウ、ギンギョなどの多くの魚が生息していた。

また、水中昆虫ではオニヤンマなどのトンボ、黒川虫(トビゲラ)、チョロ虫

の魚釣りのエサにするカゲロウの幼虫、ホタルのエサとなるカワニナが多

くおり渓流釣りが盛んに行われていた。

地元の魅力｢清流と川魚｣



 現在は入間川に清流を取り戻すための水質改善効果もあり、多くの魚影が見られる

ようになりましたアユ、ヤマメ、マス等を放流し渓流釣りなどのマニアの方を楽しませ

ています。

また、自然増殖でハヤ(ウグイ)、カジカ、ギンギョ(ギギ)、サッパ(オイカワ)などが見ら

れる様になりました。ウナギもいるそうです。

猛暑により例年以上に川遊びを楽しむ姿も多く、河川での魚釣りも見られました。

近年はカワウが増加し大挙して飛来、放流アユ・ヤマメなど食べてしまうなど、自然環

境に悪影響がでる問題も出ています。

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料参考 　・甦れ入間川　　矢澤　保平　編著

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・川めぐり絵図には当時の自然の姿を見る
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